石川明人『キリスト教と日本人　宣教史から信仰の本質を問う』（ちくま新書，2019年） by 伊藤 潔志
〔書　評〕
石川明人『キリスト教と日本人 
宣教史から信仰の本質を問う』 
（ちくま新書，2019年）
伊　藤　潔　志
　本書は，副題からも分かるように，戦国時代以降の日本キリスト教史を通
して，「信仰とは何か？」，「宗教とは何か？」といった，キリスト教にとどま
らない宗教に関わる本質的な問いを投げかけている。そして，「信仰とは何
か？」という問いがきわめて重要な問いであることをも教えてくれる。その
点で本書は，キリスト教が定着しなかった日本においても，また非キリスト
教徒にとっても読む価値がある一書である。それと同時に，上記の問いはキ
リスト教徒にとっても，鋭い問いである。その意味で本書は読者を選ばない
ように思えるのだが，そこから得られる問いの意味は読者によって多様であ
ろう。
　本書の構成は，次の通りである。
　　　はじめに
　　　第一章　キリスト教を知らずに死んだ日本人に「救い」はない？
　　　　 1 　ザビエルが期待した日本人
　　　　 2 　宣教師たちの挑戦と葛藤
　　　第二章　戦争協力，人身売買，そしてキリシタン迫害
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　　　　 1 　激変するキリスト教事情の背景
　　　　 2 　キリシタンと「人界の地獄」
　　　第三章　禁教高札を撤去した日本
　　　　 1 　復活したキリスト教
　　　　 2 　日本人の信仰と宣教師たち
　　　第四章　「本当のキリスト教」は日本に根付かないのか
　　　　 1 　それでも嫌われたキリスト教
　　　　 2 　宣教師ニコライと日本人
　　　第五章　「キリスト教」ではなく「キリスト道」？
　　　　 1 　その宗教の日本語名は「キリスト教」
　　　　 2 　日本でキリスト教徒が増えない理由
　　　第六章　疑う者も，救われる
　　　　 1 　信徒たちの「信仰」とはいったい何か
　　　　 2 　信じなくてもいい
　　　おわりに
　第一章ではザビエルを中心に戦国時代におけるキリスト教の伝来とその後
の宣教が，第二章では戦国時代・織豊政権を経て江戸時代に至る我が国のキ
リスト教事情が取り上げられている。第三章では幕末，第四章では明治時代
の宣教史が取り上げられている。そして第五章ではキリスト教とは何か，第
六章で信仰とは何かが問われている。全体を通して，著者のバランス感覚が
遺憾なく発揮され，公平に記述されている。それでは早速，本書の内容を概
観していこう。
＊
　「第一章キリスト教を知らずに死んだ日本人に『救い』はない？」では，
戦国時代における宣教事情が取り上げられている。当時は，大航海時代を迎
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えていたとはいえ，ヨーロッパからアジアを目指すのはまだまだ危険であっ
た。故郷に帰れないことはもちろん，死をも覚悟するものであった。こうし
た宣教師たちについて，著者は「静かに微笑む優しい神父というよりも，肝
のすわったタフな男たちだったとイメージした方がよいかもしれない」（22頁）
と言って，イメージの転換を迫る。イメージの転換と言うと，宣教師たちは
慈善活動に従事していただけではなく，南蛮貿易や戦争協力にも関わり，さ
らには寺院・仏像の破壊の指導もしていたことも指摘されている。
　ザビエルの来日から約100年間で約300名の宣教師が来日し，キリシタンの
数は急増していった。ここで著者は「キリシタンはキリスト教を正しく理解
していたか」という問いを立てる。すなわち，「キリスト教に改宗した日本人
はキリスト教を本当に理解していたのか」という問いである。当時の人々の
キリスト教に関する知識はごく限られた情報に依拠しており，著者も言うよ
うに「本人はキリスト教に改宗したつもりでも，十分にその思想や教義を理
解していたとは考えにくい」（50頁）。この問いは「そもそもキリスト教の思
想や教義を十分に理解するとはどういうことか」という新たな問いを導く。
　「第二章戦争協力，人身売買，そしてキリシタン迫害」では，その後の宣
教から江戸時代の禁教政策までが取り上げられている。当時の宣教師は，キ
リシタン大名に軍事援助することで，教勢を維持・拡大しようと考えていた。
豊臣秀吉によって「伴天連追放令」が出された際には，キリシタン大名に抵
抗を呼びかけ，資金や武器・弾薬の提供も申し出ている。こうした発想は，
当時のイエズス会では珍しくなかった。もちろん，16世紀という時代状況を
考えれば不思議ではないが，「平和主義者」というキリスト教徒のイメージと
はかなりのギャップがある。
　その後，江戸幕府は「絵踏」などを用いて禁教を進めていったが，1637
年に島原天草一揆が起きるとキリスト教に対する警戒心はいっそう強まり，
1639年に「鎖国」が完成した。「鎖国」についてはさまざまな議論があるが，
本書では日本が「弱くて臆病だから鎖国」したのではなく「強かったから鎖
国」したのであるという説が紹介されている。いずれにせよ，幕府によるキ
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リスト教弾圧は徹底され，その中でさまざまな残虐な拷問が考案されていっ
た。詳しくは本書にあたって欲しいが，「人界の地獄」と呼ぶに相応しいもの
である。
　「第三章禁教高札を撤去した日本」では，幕末から明治時代初期にかけて
のキリスト教解禁（黙許）の様子が紹介されている。開国後しばらくしてキ
リスト教は解禁されたが，それまでの日本では約260年もの間，禁止・迫害さ
れていた。しかしこの間も，日本ではキリスト教の信仰が受け継がれ，キリ
スト教徒は生きていた。いわゆる「隠れキリシタン」である。しかし，長崎
で「発見」された「隠れキリシタン」は，カトリックとはかなり違うものであっ
た。そこから著者は，「どこまでが“キリスト教”なのか」，「そもそもキリス
ト教徒とは何か」，「キリスト教を“信じる”とはどういうことか」という根
本的な問いを提示する。
　キリスト教解禁後，日本人への宣教活動が再開された。しかし当時，キリ
スト教についての情報は，必ずしも多くはなかった。それにもかかわらずキ
リスト教に入信した日本人はいたわけだが，彼らはなぜ入信を決断できたの
か。それは，宣教師の人柄に惹かれたということもあるが，それ以外にも当
時の「信仰」には知識よりも熱い覚悟が求められていたことが考えられると
いう。そのため，受洗後かなりの年月を経てから，真の意味でのキリスト教
に気づいたという者もいたようである。そうすると，「とりあえず入信して，
信仰生活を送る中でキリスト教の理解を深めていった」ということになる。
　「第四章『本当のキリスト教』は日本に根付かないのか」では，キリスト教
解禁後の日本における，宣教事情が紹介されている。日本人は昔から英語に
興味を持っているらしく，19世紀後半の日本人も西洋の文化や学問・知識に
興味を持ち，英語が使えれば仕事にも有利だと考えた。アメリカやイギリス
から来た宣教師も，宣教の契機として英語教育に積極的だった。その一人が
ヘボンで，日本初の和英辞書を作っている。キリスト教系学校の設立も急増
した。
　他方，教育現場では「内村鑑三不敬事件」のようなトラブルも発生し，ア
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カデミズムの立場からは井上哲次郎がキリスト教を厳しく批判している。解
禁後も，キリスト教は日本の伝統的な価値観や倫理観を軽視していると思わ
れたため，市民レベルでの迫害は続いた。また宣教師も，必ずしも信徒をか
ばってくれたわけではなかったらしい。他宗派に対する不寛容はキリスト教
の側にも見られることではあったが，仏教とりわけ真宗教団は「村八分」な
どでキリスト教を排斥し，葬儀をめぐってトラブルにもなった。正教会の宣
教師であるニコライもロシア人であったため，日露戦争などの国際情勢の下，
とりわけ難しい立場に置かれた。
　前章までは戦国時代から近代にかけての宣教史に沿って話が進んできたが，
いよいよ問題の核心に迫っていく。前章まで提示されていた問いが，第五章
以下で主題的に考察されることになる。「第五章『キリスト教』ではなく『キ
リスト道』？」では，まず「キリスト教」という名称が問題にされる。明治
時代，Christianity の訳語としては「キリスト道」と「キリスト教」という二
つの候補があったが，最終的には「キリスト教」という訳語が選ばれた。著
者は，「教会」・「殉教」・「宣教」といった訳語にも触れつつ，「キリスト教」
のように「教」の語を用いると「教説」に重点がある印象になるが，イエス
が人々に教えたかったのは「道」ではないかという説を紹介する。
　そして，「なぜ日本にキリスト教が広まらないか」が問われる。その要因と
しては約260年にもわたった禁教政策の影響もあるが，戦国時代の宣教師が既
存の宗教文化を破壊しようとしたこと，明治時代の宣教師も自国中心主義的
で傲慢であったことなどが指摘されている。その上で，そもそも「教え」を
「信じる」という宗教そのものに違和感を持つ人々の意見が紹介される。そこ
で著者は，「『信仰』とは『信じること』なのか？」という問いを立てる。
　それを受け「第六章疑う者も，救われる」では，「信仰とは何か？」が問
われる。ここでは，第一章で提示されていた「キリシタンはキリスト教を正
しく理解していたか」という問いを思い出しておきたい。第三章でも，同様
の問いが提示されていた。著者は「これまでのキリスト教史の中で『キリス
ト教徒』としてカウントされてきた人々の大部分は，実は，キリスト教の何
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たるかを大して理解していなかったと言っても過言ではない。実際の『キリ
スト教』は，そういった無数の人々によってこそ支えられ，継承されてきた」
（251頁）と言う。
　たしかにキリスト教には，「三位一体」といった難解な教説や「敵を愛しな
さい」などといった実践困難な教えが含まれている。これらを十分に理解せず，
実践できていないということは，「知識」の面でも「生き方」の面でも不十分
だということである。それにもかかわらず「信仰」があると主張するとすれば，
その「信仰」とは何なのか。もちろん「信仰」には「信じる」という要素も
含まれるだろうが，信じ込んで「疑わないこと」や「思考の停止」を「信仰」
と呼ぶことはできないだろう。
　ティリッヒは，「懐疑」は信仰に反するものではなく，信仰が創造的なもの
であるために不可欠な要素だとしている。一般的に「疑う」と「信じる」と
は反対の意味の言葉であるが，著者は「真剣に真理を探求している限り，懐
疑は信仰と矛盾しない」（276頁）と言う。つまり著者は，信仰を「信じている」
という静的な状態としてではなく，「懐疑」をも含めて「究極的な関心」を持っ
ているというダイナミックな営みとして捉えているのだろう。ここに至って，
問題が既にキリスト教を超えて宗教，さらには人間の問題となっていること
に気づかされる。
＊
　本書の冒頭で著者が言っているように，日本人の99％はキリスト教を信じ
ていない。「なぜ日本人は，キリスト教を信じないのか？」という問いが著者
の思考の出発点であるかどうかは分からないが，問題意識の一つではあるだ
ろう。この問いはこれまでも論じられることはあったし，本書の中でもいく
つかの要因が指摘されている。しかし本書は，この問いに対する答えを用意
するというよりも，この問いを足がかりに「キリスト教とは何か？」，「信仰
とは何か？」，「宗教とは何か？」，「人間とは何か？」というより根本的な問
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いを立て，その本質に迫ろうとしているところにその特長がある。
　上記のような問いはこれまで，抽象的に考えられるか，あるいは西洋を舞
台に取り扱われることが多かった。それを本書では，「日本人の99％はキリス
ト教を信じていない」という事実から筆を起こし，日本宣教史を通してこの
問いを浮かび上がらせている。それゆえ「キリスト教を信じるとはどういう
ことか？」という問いが，「信仰とは何か？」，「宗教とは何か？」という問い
として，非キリスト教徒の日本人にも重要な問いとして迫ってくるのである。
　「はじめに」で著者は，年上のキリスト教徒から「あなたには信仰がない」
と言われたというエピソードを紹介している。他人に「信仰がない」と言う
のは，言っている本人にとっては単純な問題だったのかもしれないが，本書
を読むとかなり深刻な問題を孕んでいることが分かる。本書では，著者がこ
れにどう答えたかは書かれていない。何も答えなかったのかもしれないし，「ど
うしてそう思うのですか？」と尋ねたのかもしれない。おそらく，著者の頭
の中では「真正なキリスト教とは何か？」，「信仰とは何か？」といった問い
が駆け巡っていたのではないだろうか。だとすると，本書は著者の問題に読
者を巻き込もうとするものであるが，それは成功しているだろう。
　著者が「あなたには信仰がない」という言葉を投げかけられたのは，おそ
らくキリスト教の暗部や矛盾を指摘したためだろう。そういった指摘は，本
書においてもなされている。しかしそれらは，キリスト教にも良いところと
悪いところがあった，日本人にも宣教師にも問題はあったという話にとどまっ
てはいないし，そのこと自体を主たる問題にしているわけでもない。そもそも，
戦国時代や明治時代の人々を現代の価値観で断罪することは，あまり有意義
ではない。現代でも日本人の99％は非キリスト教徒であるが，だからと言っ
て日本人が特段不道徳であるわけではないし，また常に道徳的に振る舞えて
いるわけでもない。
　しかし，ここで立ち止まって考えてみると，「日本人の99％は非キリスト教
徒である」というのは本当なのだろうか。多くの日本人は，クリスマスを楽
しんでいる。もちろんこれは，キリスト教に親しみがあるというよりは，キ
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リスト教を嫌悪していない程度のものであろう。しかし，多くの日本人が神
道や仏教について詳しく知っているのかというと疑問だし，キリスト教につ
いてそれなりに知識を持っている人もいる。聖書にあるエピソードと日本神
話とでどちらがよく知られているかといえば，いい勝負ではないだろうか。
　知識だけではない。明治以降，日本に流入した西洋の思想や制度の背景に
はキリスト教があり，それは日本人のものの見方や考え方に大きな影響を及
ぼしている。その意味で多くの日本人は，形式的には「キリスト教徒」と分
類されてはいないが，既にキリスト教徒でもあるのかもしれない。それは，
本書で紹介されている中村圭志が言うところの「薄い宗教」のレベルにあた
るのではないか。
　さて，ここまで見たきたように本書は宗教の繊細な問題を扱っているが，
最初にも述べたように著者のバランス感覚によって公平に論述されていると
思われる。しかし，両論併記すればバランスが取れたことになるのかといえば，
そうではない。たしかに，著者は宣教師と日本人の双方の問題点などを指摘
しているが，だからバランスが取れていると評しているわけではない。著者は，
膨大な先行研究を渉猟してさまざまな説を提示しつつ，「キリシタンは迫害を
受けた被害者である」といった常識に加え，宣教師の問題点をも指摘している。
そして，そもそも「キリスト教を信仰するとはどういうことか？」といった，
キリスト教の根底を揺るがしかねない問いを提示する。
　これらは，キリスト教の暗部を曝け出すため，あるいはキリスト教を相対
化するためになされていることではない。キリスト教，宗教，ひいては人間
の本質に迫ろうとする中でなされている。本質に迫るためにはキリスト教に
都合の悪いことでも隠すことはしないし，同時にド・ロやニコライなどへの
賞賛も惜しまない。それゆえ，バランスが取れていると思われるのである。
日本人が悪い，キリスト教が悪いという関心ではなく，人間の問題として探
求されている。そして最後に確認されたことは，宗教とはどこまでも人間の
営みであるという事実であった。
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